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平成26年度　科研費・競争的資金取得一覧
＊千葉大学看護学研究科に所属する教員が研究代表者となっているものに限ります。（平成２６年１２月３１日時点）
研究代表者名 科研種目 研　　　　究　　　題　　　目
新規／
継続
金額
（千円）
野地　有子 基盤研究（Ａ）
アジア圏における看護職の文化的能力の評価と能力開発・
臨床応用に関する国際比較研究
継続 14,430 
正木　治恵 基盤研究（Ｂ）
高齢者の豊かな最晩年を創出する終生期ケア質指標の開
発
継続 5,720 
諏訪さゆり 基盤研究（Ｂ）
BPSDの薬物療法を実施している在宅認知症高齢者と家族
のための支援指針の開発
継続 8,450 
岡田　　忍 基盤研究（Ｂ）
歯科専門職との連携による更年期女性と在宅高齢者の口
腔ケアの質の向上に関する研究
継続 1,430 
舟島なをみ 基盤研究（Ｂ）
看護継続教育支援システムの拡充と普及－看護管理者の
キャリア発達支援に着眼して－
継続 2,990 
宮﨑美砂子 基盤研究（Ｂ）
予防活動の持続・発展のための地域看護実践ガイドの作
成と普及に関する研究
継続 2,600 
和住　淑子 基盤研究（Ｃ）
Ｆ．Ｎｉｇｈｔｉｎｇａｌｅの業績を現代に活かすため
の‘類比’の方法論に関する研究
継続 910 
田所　良之 基盤研究（Ｃ）
日本における患者 ‐ 看護師間の対人援助関係の構築・促
進・維持に関する看護技術の特徴
継続 1,040 
飯野　理恵 基盤研究（Ｃ）
住民との共働による生活習慣病予防活動の評価指標の開
発
継続 1,430 
杉田 由加里 基盤研究（Ｃ）
教育研究機関が関わる行政保健師の実践の充実を目指し
た業務研究サポートモデルの開発
継続 1,820 
野崎　章子 基盤研究（Ｃ）
レジリエントなコミュニティ形成をめざして：在日ブラ
ジル人の震災体験を踏まえた支援
継続 1,820 
田中　裕二 基盤研究（Ｃ）
高次脳機能障害患者に対する看護援助技術の神経生理学
的研究
継続 1,170 
山本　利江 基盤研究（Ｃ）
高度先進医療施設における東洋医学系統の診療科におけ
る外来看護の構築
継続 1,560 
黒田久美子 基盤研究（Ｃ）
認知機能低下が生じた高齢インスリン療法患者・家族へ
の援助指針の開発
継続 1,430 
高橋　良幸 基盤研究（Ｃ）
終末期慢性呼吸器疾患患者への患者アウトカム評価を含
む相互作用看護実践モデルの作成
継続 1,560 
錢　　淑君 基盤研究（Ｃ）
看護学生の「生活パータンと自覚症状の関係チャート」
及び生活改善プロトコ－ルの開発
継続 910 
中村　伸枝 基盤研究（Ｃ）
インスリンポンプ療法を行う1型糖尿病をもつ子どもの療
養生活支援・評価指標の開発
継続 1,300 
増島麻里子 挑戦的萌芽研究
がん体験者と子どもを含む家族のためのサポートプログ
ラムパッケージの開発
継続 1,300 
佐藤　奈保 挑戦的萌芽研究
障害をもつ幼児の養育者のコ・ペアレンティングに着目
した育児支援に関する研究
継続 1,170 
長江　弘子 挑戦的萌芽研究 豊かな人生を共に生き、共に歳を重ねる地域文化の創出 継続 1,170 
溝部　昌子 挑戦的萌芽研究
携帯型超音波血流計を用いた高齢者の下肢血流評価に関
する研究
継続 650 
小澤　治美 若手研究（Ｂ）
双子のひとりが障がいを有する母親の双子の親になる体
験を表す概念モデルの創出
継続 1,040 
池崎　澄江 若手研究（Ｂ）
介護施設における看護管理者の実践が職員およびケアの
質に与える影響
継続 1,300 
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研究代表者名 科研種目 研　　　　究　　　題　　　目
新規／
継続
金額
（千円）
渡邉　美和 若手研究（Ｂ）
終末期がん患者と配偶者の相互作用を支える看護モデル
の精練
継続 650 
黒河内仙奈 若手研究（Ｂ）
回復期リハビリテーション病棟に勤務する看護師の職務
満足を高める看護管理実践の検討
継続 1,430 
辻村真由子 若手研究（Ｂ）
一人暮らし高齢者の在宅療養生活を支える訪問看護モデ
ルの構築
継続 1,170 
森　　恵美 基盤研究（Ａ）
高年初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの評価研
究
新規 15,860 
増島麻里子 基盤研究（Ｂ）
慢性疾患高齢患者の終生期の充実に向けた市民・医療を
つなぐ情報共有システムの構築
新規 4,420 
坂上　明子 基盤研究（Ｂ）
高度生殖医療を受けた妊婦の母親役割獲得を促す看護介
入プログラムの改良
新規 3,250 
吉本　照子 基盤研究（Ｂ）
新人訪問看護師の実践力向上に向けた自己決定的学習を
促す学習支援ツールの開発と検証
新規 2,730 
大塚眞理子 基盤研究（Ｂ）
認知症高齢者の長期療養を専門職連携実践で支える研修
プログラムの開発
新規 5,720 
小宮山政敏 基盤研究（Ｃ）
採決および注射に利用しうる静脈と近傍の神経および動
脈に関する解剖学的研究
新規 2,990 
中山登志子 基盤研究（Ｃ） 臨地実習指導者の問題診断克服型教育プログラムの開発 新規 910 
今村恵美子 基盤研究（Ｃ）
我が国の国際保健・看護コンピテンシー教育に関する調
査研究
新規 2,210 
手島　　恵 基盤研究（Ｃ）
グローバル時代に高度看護実践を支える看護管理教育の
ありかた
新規 1,040 
阿部　恭子 基盤研究（Ｃ）
乳がん患者の療養を支援する外来看護相談支援プログラ
ムの構築
新規 1,690 
駒形　朋子 基盤研究（Ｃ）
陸前高田市における乳幼児を抱える家族の困難に関する
エスノグラフィー研究
新規 1,430 
臼井いづみ 挑戦的萌芽研究
ＩＴ技術を用いた災害看護のパフォーマンス評価指標の
開発
新規 2,340 
神藤　　猛 挑戦的萌芽研究
災害看護のモデリング・アンド・シミュレーションの研
究
新規 1,430 
大塚眞理子 挑戦的萌芽研究
都市型診療所における看護師のコンピテンシーとその構
造化
新規 1,170 
仲井　あや 若手研究（Ｂ）
早産児の親とともに行う生後早期の発達支援の展開と評
価・支援モデルの考案
新規 1,040 
島村　敦子 若手研究（Ｂ）
訪問看護師が有する療養生活の場にある「空気を読む」
能力の構造化
新規 1,430 
阿部　玲子 若手研究（Ｂ）
介護者会に参加する息子介護者への効果的かつ持続的な
看護支援方法
新規 2,210 
時田　礼子 若手研究（Ｂ）
市町村福祉部門の保健師の精神保健福祉活動における個
別支援評価指標の項目原案の作成
新規 1,430 
金丸　　友
研究活動
スタート支援
精神疾患をもつ母親が体調管理をしながら行う育児を促
進する看護援助指針の開発
新規 390 
手島　　恵
厚生労働科学研
究費補助金　健
康安全・危機管
理対策総合研究
事業
アウトリーチ（訪問）型看護管理能力支援モデルの開発 新規 4,201 
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平成26年度　研究助成金（科研費・競争的資金）取得一覧（大学院生）
氏名および
所属する教育研究分野等
研究助成金の名称
または
科研費の研究種目
代表／分担
（代表者名）
研　　究　　題　　目
新規／
継続
吉武　幸恵
看護管理学教育研究分野
公益信託　山路ふみ子専門看護
教育研究助成基金
代表（吉武幸恵）
看護職・看護補助者の腰痛
に伴う不利益を最小限にす
る腰痛対策実践適用モデル
の開発と検証
新規
小宮　浩美
看護管理学教育研究分野
挑戦的萌芽 代表（小宮浩美）
精神科看護の質向上のため
の退院支援プロトコールの
開発
継続
小宮　浩美
看護管理学教育研究分野
基盤研究Ｂ 分担（近藤浩子）
癒し技法の実践によるケア
提供者の心理的成長とケア
の質の向上に関する研究
継続
川上　嘉明
看護学研究科　看護学専攻
老年看護学教育研究分野
文部科学省
科学研究費助成事業
分担（前田樹海）
BMIの推移から見る虚弱高
齢者における終末期の特徴
と適切な栄養量の検討 
継続
大原 裕子
老人看護学教育研究分野
日本糖尿病教育・看護学会 平成
26年度研究助成金
代表（大原裕子）
身体の心地よさを生かした
看護援助モデルの開発
新規
田中　康之
訪問看護学教育研究分野
公益財団法人　フランスベッド・
メディカルホームケア研究・助
成財団
代表（田中康之）
座位移乗を選択する基準の
検討～在宅療養者の自立支
援に向けて～
新規
森　加苗愛
老人看護学教育研究分野
公益財団法人土屋文化振興財団
平成26年度研究助成金
代表（森加苗愛）
糖尿病をもつ成人期男性の
セクシュアリティの看護ケ
アの質評価基準の開発に関
する研究
新規
佐藤　愛
訪問看護学教育研究分野
公益財団法人在宅医療助成
勇美記念財団　2014年度（前期）
一般公募「在宅医療研究への助
成」
代表（佐藤　愛）
医療的ケアを必要とする中
途障害児を養育する母親の
思いと行動
新規
井口　紗織
地域看護学教育研究分野
公益財団法人　日本科学協会　
平成26年度笹川科学研究助成
代表（井口紗織）
東日本大震災で被災した市
町村保健師に生じたストレ
スと影響要因及び対処の特
徴
新規
吉田　絵里
地域看護学教育研究分野
2013年度　一般財団法人地域生
活研究所　一般研究助成事業
代表（吉田絵里）
社会的役割・生きがいを喪
失した被災男性高齢者の自
己像と適応
新規
山口　多恵
看護管理学教育研究分野
基盤研究C 分担（大重育美）
二交代制看護師のワークラ
イフバランスに向けた疲労
回復のための実証的研究
新規
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